




初鹿真由美 杉田明子 渡邊ふみ子 酒井 恒美
（平成 2年 8月27日受理）
A Comparative Investigation on 
Nurses'and Student Nurses'Outlook on Life 
Mayumi HA TSUSHIKA, Akiko SU GIT A, 
Fumiko WAT AN ABE and Tsunemi SAKAI 
Department of N血 sing,KawぬakiCollege of Allied Health Profesions 
Kurashiki, Okayama 701-01, japan 




























の場合 （以下 〔一般〕） ， 自分の場合 （以下 〔自



















癌を告げる こと に賛成である と肯定的反応を
した者が，〔一般〕 26.6%・ 〔自分〕 68.2％・〔家
族〕 13.2％であった。これに対して，告げるこ
とに反対であると否定的反応をした者は， 〔一般〕
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S ：晋護学生 NI：着設婦ー経験年数 5年未満 N2：看護婦ー経験年数5年以上
同一のアルファベットが記された群間には有意の差を認めない
図 2 癌を告げるこ とに対する賛否ー 看護婦と看護学生の比較 一
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璽冶療を続ける 口 どちらともいえない ！逹：苦痛の緩和を侵先 n=Sl 2 
同一のアルファベットが記された群間には有意の差を認めない




































































0 IO 20 30 40 50 60 70 80 90 lOOX 














40 r a 
30 
20 
a b b 
a a b 
s ：看護学生 NI：看護婦ー経験年数5年未満 N2：看護婦ー経験年数5年以上
同一のアルファベットが記された群間には有意の差を認めない
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1賛成 □どちらともいえない t..：反対 n=501 
同一のアルファベットが記された群間には有意の差を認めない
図 7一① 脳死を死と認めるか否かと臓器移植の賛否 ー一般の場合一
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■提供する 口どちらともいえない i匹］提供しない n=50 I 
同一のアルファベットが記された群間には有意の差を認めない
































s :看護学生 NJ：君護婦ー経験年数 5年未満 N2 :看護婦 ー経験年数 5年以上
同一のアルファベットが記された群間には有意の差を認めない
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璽提供を受ける 口どちらともい えない ＇＇提供を受けない n=501 
同一のアルファベットが記された群間には有意の差を認めない
図12 臓器提供を受けることの賛否 ー一般と自分と家族に対する場合の比較 一




















































































けているか，呼吸 ・循環 ・代謝 ・体温調節など
の機能をつかさどる下部脳幹の障害は免れてい
る状態4~6)で，人工呼吸器，人工栄養補給などの
生命維持の治療の進歩によ って，数年あるいは
十数年の生存か可能となった。
看護婦は，自分の場合，自然に任せる者が86.2
％と高率であった。看護学生と比較すると ，自
分の場合は，同傾向を示したが，一般 ・家族の
場合には，看護学生は治療を続けるとする者の
率が高く，看護婦は自然に任せる率が高かった。
看護婦は，植物状態の患者の看護に携わりなが
ら，生命維持装置をつけて十数年生存している
現実をまのあたりにして，人間か尊厳をも って
生きることへの疑問を感じている。人間の気持
ちとして，感情として， 自然に任せる率が高〈
なったのではないかと考える 。
看護婦の生命観に関する調査報告 59 
4 ・脳死と臓器移植
脳死と臓器移植は，先端医療が我々の生と死
のはざまに投げかけた新しい問題である。欧米
諸国では，脳死を「個体死 （人間の死）」とする
考え方が定着しており，脳死者からの臓器移植
は頻繁に行われているが， 日本では，未だ社会
的コンセンサスが得られない状況にある。
今回の調査では，医療現場にいる看護婦は，
7割が脳死を死と認めており ，臓器移植に対し
ても同様に，肯定的反応を示す者が多か った。
しかしながら，看護婦と看護学生の比較をした
時に，経験年数の高い看護婦は，脳死を死と認
める率が低く，臓器移植も反対する率が高かっ
た。これは今までの看護体験が影響しているの
ではないかと考えられる。
v 結論
1.癌を告げるについて， 自分の場合には告げ
てほしいか，一般 ・家族の場合には，告げる
ことを躊躇していた。
2.末期癌の治療では，一般 ・自分 ・家族のい
ずれの場合も，苦痛の緩和を第一としていた。
3.植物状態にな った患者の治療 ・看護につい
て，看護婦も看護学生も自分の場合には自然
に任せたいとした者が高率で， 同傾向を示し
たが，一般 ・家族の場合には，看護学生は治
療を続けるとする者の率が有意に高く，看護
婦は自然に任せるとする者の率が有意に高か
った。
4.脳死と臓器移植に関しては， 7割近くの者
が賛成していた。経験年数 5年以上の看護婦
は，脳死を死と認める率が他より低い傾向に
あり，臓器移植に対しては，反対する率が有
意に高か った。
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